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Fisheries biology of Corbicula japonica in Lake Shinji, Japan
－its present condition and effects on resources management－

１．まえがき

　宍道湖水系におけるヤマトシジミCorbicula 
japonica はこの水域の底生生物現存量の97％を占め
ている．平成18年では年間6,393トンの漁獲量があ
り，全国湖沼漁獲量の約56％の市場占有率がある重
要水産生物である．
　しかしながら水産資源学的な側面からの報告はそ
れほど多くない．とりわけ水産資源管理の視点から
検討された研究事例は皆無であると言っても過言で
はないだろう．
　この小論は現在までに得られている宍道湖のヤマ
トシジミの水産資源生物学的研究について情報を整
理し，レビュー（展望）を試みたものである．

宍道湖におけるヤマトシジミの資源生物学的特性
－資源管理に向けて－
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1980年代（昭和50年代半ば）以降，分布密度の増加
現象がみられたが，これはクロロフィル濃度増加に
みられる微細藻類の増大が濾過食性生物のヤマトシ
ジミの餌条件を好転させたことによると推測されて
いる2）．最適生息域は周期的または不規則的に塩分
2～14psuの海水由来の影響を受ける水域である3）．

（２）成熟・産卵
　殻長25～30㎜のヤマトシジミ生殖巣の組織学的観
察によると産卵期は5月下旬から10月上旬であった4）．ヤ
マトシジミＤ型幼生の出現状況から川島ほか5）は本
種の産卵期は3月下旬～11月上旬，産卵盛期は6月中
旬～9月下旬であり，Ｄ型幼生の出現量のピークは6
月下旬と9月中下旬の2回出現したと報告した．軟体
部指数（重量に占める軟体部の重量比で表し，産卵・
放精の目安となる）の季節変化からは産卵・放精の
開始時期は年により異なるけれども西部水域は東部
水域より1～2ヶ月程度遅れる傾向がある6，7）．また
室内産卵実験の結果からは産卵期は6月中旬から10
月中旬，産卵盛期は6月下旬～7月下旬であり，8月か
ら9月中旬の夏季の高水温時期には産卵は行われな
かった8）．また，25℃の温度条件下では受精後12日
で平均殻長195㎛に達しほとんどの個体が着底した
が，15℃では着底個体は観察されなかった9）．殻長
12～15㎜以上の個体はすべて生殖能力をもつ10，11）．

２．生　　　態

（１）分　　布
　本報告で対象とするヤマトシジミは宍道湖周辺，
大橋川水系の浅部水域及び斐伊川をはじめとする大
小流入河川の河口域（図1）に分布する．大橋川の
拡幅以前（1930年代初期－大正末期から昭和初期－
以前）の本種の分布は大橋川川筋から宍道湖東部ま
でに限られていたが，拡幅後は現在のように西部の
斐伊川河口域まで広がった1）．この水域における本
種の分布の長期的な変動を調査した結果によれば
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　このように産卵のピークが2峰型を示すというこ
とは，汽水域という変動性の大きい環境に適応した
種族維持のための生き残り機構を反映したものと推
測される．つまり，発生時期が長期にわたる個体群
では季節群は発生量が年々で異なっていたりあるい
は大量に出現する時期が違っていて，そのことが2
つの群のどちらかを繁栄させることによって生き
残っていくという戦略をとっているのであろう．

（３）年齢・成長・個体群動態
　島根県水産技術センターでは宍道湖のヤマトシジ
ミ漁場の126観測点でスミス－マッキンタイヤ型採
泥器による採集を行い（図1），殻長・体重測定によ
る現存量調査を年に2回，6月と10月に実施している．
この調査で得られた全測定点の殻長組成頻度分布を
赤嶺の手法12）に従い複数の正規分布に分解し，こ
れを同時発生群（以下コホートと呼ぶ）とみなした
（付図）．
　各調査時における個体群には3～4のコホートが検
出され（以下，各コホートを①～④とする），その
平均殻長はそれぞれ①：4～5㎜，②：9～10㎜，③：
14～15㎜，④：17～19㎜，にある．ただ平成14年及
び平成15年6月の個体群については他のそれと比較
して組成が単調であり③と④との区別は明瞭ではな
い．

　ここで同一ホートの成長過程を平均殻長の推移
をもとに追跡する．6月における①，②，③の各コ
ホートは10月にはそれぞれ②，③，④のコホートに
移行すると思われ，春～初夏の④はすでに大部分が
漁獲対象サイズ（殻長17㎜以上）に達しているの
で秋までには漁獲により消滅するものと思われる．
一方，11月から3月の冬季間には殻長の成長はみら
れなかった13）ことを考慮すると10月の①，②，③，
④の各コホートの殻長は成長しなくてそのまま翌年
6月の①，②，③，④の各コホートを形成すると推
定される．今回のコホート追跡から推定した成長と
籠による飼育実験から得られた成長の結果13，14）と
を対比してみると両者はほぼ一致していることから
コホートのトレースは宍道湖でのヤマトシジミの成
長を反映していると判断できる．
　初期着底稚貝の出現時期と量を調査した高田ほか15）

－“図9”－を基に初期着底稚貝の殻長組成のモー
ドを追跡すると，4月の殻長モード2㎜群が7月には
殻長3㎜，10月には殻長5㎜に成長していることから，
今回の調査（付図）で秋に殻長5㎜前後で出現する
個体群は，前年の夏～秋に着底し1～2㎜で越冬を迎
える，と推定するのが自然であろう．
　これらの初期稚貝の既往知見も含め総合的に考え
併せてコホート追跡の結果（図2）を示した．着底
して1年後には殻長約4～5㎜に成長し，越冬後秋ま
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図 1．宍道湖の地理的位置と現存量調査の採集地点
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でには急速に伸長して8～9㎜程度になる．その後3
回目の越冬を迎え翌年の春～秋には14～15㎜程度に
なって成長の良い個体から順次漁獲に加入してい
く．
　次にコホートの減少について検討する．各コホー
トの減少過程をみるといくつかの急激な減少が生じ
ている（図3）．平成15年と平成18年に現れている減
少については，この要因は（1）高密度，（2）降雨
による長期の低塩分化と平成18年の場合は引き続き
起きた高水温状態，（3）それに伴う産卵ストレス，
が複合的に作用した可能性が高い6，16）．この2つの
事例に共通して殻長10㎜以下の小型個体群には大量
へい死現象は観察されていないことが（3）の理由
のおおきな根拠になっている．生息密度を変化させ
た実験によれば軟体部重量の急激な減少の後に大量
の死亡個体がみられ，高密度の生息状態が大量のへ

い死をもたらせた要因として重要であることが指摘
されている17）．もうひとつは平成19年の事例で，6
月の殻長9㎜群が漁獲加入前群の殻長約15㎜群とし
て順調に成長していないことが原因になっている．
この年は前述の2事例の年と比較して水環境の悪化
はなかったし，産卵群ではないので産卵に伴うスト
レスも考えられない．この減耗の原因については不
明である．ただこの群は着底初期の段階から高密度
な群であったことを指摘しておく．

（４）被捕食関係
　一般的に二枚貝類は微細な植物プランクトンや水
中に懸濁する有機物を濾過して摂取する懸濁物食性
であり，宍道湖においてもヤマトシジミは懸濁粒子
や微小植物プランクトンを濾過によって接食してい
る18，19）．またＸ線回折結果から底質堆積物（デトリタ

図 2．各コホート（付図参照）の平均殻長の推移及び産卵情報・稚貝出現情報
から想定した宍道湖のヤマトシジミの成長過程

図 3．各コホートの減少過程
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ス）食性も兼ね備えていることが明らかになった20）．
　ヤマトシジミの被食は宍道湖で越冬するハジロ属
鳥類にみられる21，22）．これらの「潜水ガモ」が専ら
採食するのは平均殻長11㎜以下の小型個体であり，
稚貝に選択的な間引き効果をもつ23）とされる．「潜
水ガモ」による採食圧が資源にあたえる影響はどの
程度なのか詳細な調査事例はないが，越冬期間中の
総採食量は漁獲量に匹敵する可能性もある22）．また，
ヤマトシジミはコイによっても被食され，「…コイ
は咽頭の部分に咽頭歯を発達させ，ヤマトシジミを
与えると，バリバリと音をたてて食べる．」11）．

（５）生活史・漁場形成
　産出された受精卵は12日～14日後，平均殻長152
～195㎛に達して底生生活に移行するが8，9），その際，
水深1ｍ以浅の沿岸域，特にヨシ滞，藻類の付着す
る岩盤・岩・礫の存在が重要な着底基質の役割をは
たす24，25）．砂・細礫の「なぎさ水域」にも殻長1～
2㎜の稚貝の生息がみられ，成長とともに深所へ移
動すると考えられる26）．図4に生活史の模式図を示
した．
　レーダー観測による漁船位置の観察結果27）をみ
ると，漁場は水深4ｍ以浅の周辺沿岸部に形成され
る．東部の漁場では大橋川近傍の砂場に集中して形
成されていた．また，保護区の漁場が開放されると

３．漁業の状況

（１）漁業の概要及び漁獲量の推移
　宍道湖におけるヤマトシジミ漁業の概要について
は漁業管理制度とその変遷に関連した報告がある28）．

4．資源状態

（１）漁獲対象群の特性
　漁具の網目特性から漁獲に加入してくる個体群の
殻長は17㎜である13）ので，殻長17㎜以上の個体群
の平均殻長と漁獲対象の現存量の経時的変化を示し
た（図5）．これによると（1）漁獲現存量が急減し
たのは上述したように平成15年と平成18年に起こっ
た大量へい死現象と期を同じくしていること，逆に
上昇したのは（2）漁獲対象前個体群が大きな減少
をすることもなく漁獲対象群へ加入したこと（図3）
による，ことをみることができる．さらに平成18年
の加入の失敗以降，漁獲対象現存量の低迷が続いて
いるが，これは平成19年の順調な漁獲加入がみられ
なかったことによるのであろう．要は2年連続して
漁獲群への加入がなかったことが主因であったと思
われる．これと併行して漁獲対象群の平均殻長の縮
小がみられている．一般に漁獲が強められると高齢・
大型の個体が少なくなり漁獲物は小型化するが，こ

図 4．宍道湖のヤマトシジミの生活史模式図

そこでの集中的な操業がみられる．
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うした現象は資源縮小の証拠として注目すべきであ
る29）．
　漁獲努力量やＣＰＵＥの解析を待つまでもなく，
次々漁業者自らの現場感覚により漁獲規制が強化さ
れていくという実態は漁獲に加入していく資源量の
減少を反映していると考えられる．

（２）再生産関係
　本水域における本種の再生産関係に関する報告は
過去にみられない．また，資源量調査が行われてい
るが，検討できる観測事例が少なく再生産関係は明
らかになっていない．

５．資源管理の方策

　現在の宍道湖におけるヤマトシジミの漁業管理
の基本的方針は『産卵親貝保存』である28）．天然採
苗－放流という増殖手法30）も実施されてはいるが，

図 6．産卵親貝の現存量と漁獲群現存量との関係． 漁獲群現存量が平成 17年 6
月から 10月にかけて増加 (図中の破線部 )したが，それ以前の約 2年間
は親貝現存量は 2.8～ 4.3万トン (図中のうすい棒 )を変動している． 平
成 18年 10月以降，親貝現存量は 2.5万トンを下回ることがよくある（図
中の濃い棒）

図 5．漁獲対象群の現存量とその平均殻長との関係

基本的に産卵から漁獲加入までの過程は自然環境に
規定される．加入資源を有効に利用するとともに十
分な加入資源量を補償するための親（産卵）資源量
の確保を目標とするのが最善の方針であろう．
　そのためには加入量を高位安定させるための産卵
親貝量の質と量を検討する必要があろう．しかしな
がら，明確な再生産関係がまだ得られていないの
で，ここでは産卵親貝として殻長12㎜以上の個体群
と加入量として漁獲対象群である殻長17㎜以上の個
体群との関係について検討した（図6）．平成15年に
大量へい死現象が発生し資源量が低水準状態になっ
たが，その後，加入個体群が高水準になった平成17
年秋までの親貝現存量は平成15年秋から平成17年春
の2.8万トン～4.3万トンの間を変動している．産卵
から加入まで2～3年程度必要とすることを考慮すれ
ば3～4万トン程度の産卵群資源量を最低限2年間以
上確保－生息に悪影響を及ぼす環境変動がなく－す
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